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夏を満喫しよう

市政報告・懇談会を開催します

市職員募集

「手根管症候群」を知っていますか

こだわり豆腐

�緊急医・カレンダー　�特集　�ニューススポット　�しんしろ・知ろう・あらかると　

�お知らせ　�ほのか診察室　�輝くひと☆発見　�しみんのトビラ
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☎32-1515
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☎36-0002
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☎24-0700

☎22-0026

☎22-2861

☎22-0026

☎23-4321

☎35-0022

☎22-1150

☎24-1212

☎32-3223

☎32-0020

☎34-0021

☎23-3301

☎23-6800

☎22-2266

☎22-0372

☎24-4026

☎24-1777

☎35-1003

☎23-7772

☎23-8531

今月の人口
平成19年7月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 52,027人（　－55）

男……… 25,531人（  －23）

女……… 26,496人（　－32）

世帯数…………16,323世帯
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暮らしのカレンダー 緊急医（午後7時～午後11時） 緊 急 医

休 日 診 療 所

2007 8August

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……20人

死亡……27人

転入……  59人

転出……112人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を
事前に連絡してお越しください。
また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

しんしろフィットクリニック

内山医院

米田内科

星野病院

中根医院

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

森下医院

中村医院

ほうらいクリニック

宮本病院

米田内科

村松内科

高木内科医院

村松内科

ちさと医院

静巌堂医院

今泉病院

内山医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

永田内科

くまがい医院

茶臼山厚生病院

西新町内科整形外科外科医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック
QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

8月　5日（日）・12日（日）

　　15日（水）・19日（日）

　　26日（日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

奥三河の芸能と祭りの写真展(～31日)【観】

アイデア教室【は】

自主防災訓練

絵本の読み聞かせ【文】（図）

新城薪能【文】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

本のリサイクル会【文】（図）

アイデア教室【は】

新城納涼花火大会

終戦記念日
サマカン’07

立秋

体育室親子無料開放(午後)【青】

（川路）

（平井）

（平井）

（大野）

（本町）

（平井）

（東新町）

（布里）

（的場）

( 大 野 )

（海老）

（平井）

（東新町）

（栄町）

（東新町）

（杉山）

（副川）

（栄町）

（平井）

（長篠）

（長篠）

（下吉田）

（諏訪）

（富永）

（富沢）

（東新町）

（緑が丘）

（大野田）

（玖老勢）

（本町）

（川路）

3

19

22

金

日

水

夜

昼

夜
春日眼科

さくら眼科
☎22-4100

☎24-3222

（上平井）

平日／午後7時～午後11時

7 火 夜

☎24-6022
21 火 夜

石川整形外科
クリニック

皮フ科
新栄クリニック

☎24-6500
（平　井）

（平　井）

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。
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いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

鮎滝の笠網漁
　6月15日（金）、東郷東保育園

児９人が、市指定の名勝 鮎滝（出

沢地区）で、江戸時代から伝わ

る「笠網漁」を見学しました。

この漁法は、鮎滝保存会の会員

が、滝から跳びはねて遡上する

鮎を、長さ二間（約 3 . 6メート

ル）の竹ざおの先につけた網で

すくいとります。

　昔は、頭にかぶる笠を網とし

て使っていたことから、この名

がつきました。

　園児の1人は、鮎に触らせて

もらうと、「ピチピチはねて元

気がよかったよ」と目を輝かせ

て話していました。

かさ あみ りょう

ざわ

す

そ じょう

けん
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拝
啓
　
市
民
の
み
な
さ
ま

　
日
ご
ろ
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ

の
か
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
や
、
親

子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
、

夏
の
伝
承
芸
能
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

夏
を
満
喫
し
よ
う

特集



新城市役所
鳳来総合支所 郵便局

本長篠駅

JR飯田線

至東栄→

至
浜

松
→

←至豊橋

JA

ガソリン
スタンド

←
至

三
ヶ

日

豊
橋

新
城

鳳
来

線
入口表示板

和菓子店

山吉田
小学校

1.3km

5km

森林・林業技術センター
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　上吉田地区にある県森林・林業技術セ

ンターでは、８月３日（金）に、子どもや

大人も楽しめるイベントを企画していま

す。管理研修課志賀主査に話をお聞きし

ました。

　　公開デーを計画した目的は何ですか？

　　県森林・林業技術センターでは、森

林・林業に関する試験研究や研修を行っ

ています。しかし、市民の中には、セン

ターの施設があることを知らない方もい

ます。そこで、少しでも多くの方に当セ

ンターへ足を運んでもらうことで、森林

との関わり、体験することの大切さを知

っていただくことを目的として計画しま

した。

　　今年の公開デーは、どうような内容

ですか？

　　センターでは、平成 5 年に全国で初

めてエリンギを導入し、人工栽培に成功

しました。平成 14 年には「とっとき」

という品種を登録しています。公開デー

では、ビン栽培されたエリンギ「とっと

き」の収穫体験を行います。

　また、「木工体験」では、当センター

試験林の間伐材を使用したマガジンラッ

クや貯金箱のキットを用意します。工作

を通じ木のやさしさを感じていただきた

いと思います。

　「里山の観察会」では、里山の管理や、

森を獣から守る方法などを知ってもらう

とともに、スギ・ヒノキの人工林と広葉

樹林の違い、道沿いの動植物などを観察

します。

　こうしたイベントをきっかけに、少し

でも森林・林業に関心を持ってくれる方

が増えてくれるとありがたいですね。

　センター職員の皆さんから、公開デー

に向けての意気込みを感じました。

県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

�
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‐
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�
34
‐
0
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g
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A

Ｑ

A

エリンギの生育を確認する

門屋主任研究員

志賀主査

里山の観察会

木工体験

森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

施
設
見
学

夏を満喫しよう

センター公開イベントに
出かけましょう

県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
案
内
地
図

●問日
　
　
時
　
８
月
3
日

（金）

①
里
山
の
観
察
会

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

②
木
工
体
験

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

③
エ
リ
ン
ギ
収
穫
体
験

　
午
後
0
時
20
分
〜
40
分

④
こ
の
木
、
何
の
木
？
木
の
名
前
あ
て
ク
イ
ズ

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
前
11
時
50
分
か
ら
抽
選

⑤
林
業
資
料
館
開
放

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

⑥
木
造
住
宅
モ
デ
ル
展
示

　
午
前
10
時
〜
正
午

⑦
見
て
み
よ
う
！
木
の
特
徴
と
強
さ

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

�
「
里
山
の
観
察
会
」
は
、
事
前
に
申
し
込
み

　
が
必
要
で
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
木
工
体
験
、
エ
リ
ン
ギ
収
穫
体
験
は
、
先
着

　
順
に
な
り
ま
す
。

●em

けもの

かどや
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教
　
室

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
親
子
で
理
解

を
深
め
る
た
め
、
親
と
子
の
「
走
る
環

境
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
飲
料
製
造
工
場
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
料
館
を
見
学
し
、
環
境
負
荷

の
低
減
や
地
球
温
暖
化
の
取
り
組
み
を

学
習
し
ま
す
。

日
　
程
　
８
月
３
日

（金）
、
17
日

（金）

場
　
所
　
東
海
市

　
　
　
　
コ
カ
・
コ
ー
ラ
東
海
工
場

　
　
　
　
東
邦
ガ
ス

（株）
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

対
　
象
　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員
　
各
日
と
も
親
子
合
わ
せ
て
24
人

費
　
用
　
無
料

締
め
切
り
　
７
月
25
日

（水）
必
着

申込方法

・郵便番号・住所・保護者の氏名

・子どもの氏名・学年・電話番号

・参加希望日を明記の上、はがきまたは

　Eメールでお申し込みください。

　（応募者多数の場合は抽選）

あて先　〒441‐1392（住所不要）

　　　　 新城市役所環境課

　　　　 親と子の「走る環境教室」係

Eメール　kankyou@city.shinshiro.lg.jp

環
境
課
　

☎
23
‐
7
6
2
9

●問
■本

日
 

時
　
8
月
23
日

（木）
・
24
日

（金）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
 

所
　
豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 

（
現
地
集
合
）

　
　
　

豊
橋
市
新
西
浜
町
1
番
地
3

対
 

象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
 

容
　
下
水
道
の
仕
組
み
を
説
明
、

　
　
　
 

下
水
処
理
場
を
案
内

定
 

員
　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
で
20
組
ず
つ

　
　
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

費
 

用
　
無
料

応
 

募
　
8
月
10
日

（金）
〜
22
日

（水）

　
　
　
 

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
 

（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　
 
 
 

く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

そ
の
他
　
大
雨
な
ど
で
中
止
す
る
場

　
　
　
　
　合
が
あ
り
ま
す
。

豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
3
2
‐
32
‐
4
1
8
1

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

●問

親
と
子
の
「
走
る
環
境
教
室
」

夏を満喫しよう



お
祭
り

博
物
館
情
報

「
四
谷
千
枚
田
の
生
き
も
の
た
ち
」

日
　
時
　
８
月
５
日

（日）

 
 
 
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
四
谷
地
内

集
合
場
所
　
千
枚
田
歩
道
入
口
駐
車
場

内
　
容
　
千
枚
田
に
く
ら
す
生
き
も
の

　
　
　
　
の
観
察

参
加
費
　
小
・
中
学
生

300
円

定
　
員
　
20
人

持
ち
物
　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

服
　
装
　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

講
　
師
　
小
山

舜
二

氏
（
博
物
館
学

　
　
　
　
術
委
員
）

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

「
自
由
研
究
相
談
会
」

日
　
時
　
７
月
22
日

（日）

 
 
 
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

「
標
本
採
集
と
標
本
の
作
り
方
講
習
会
」

日
　
時
　
８
月
４
日

（土）

 
 
 
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

「
標
本
の
名
前
調
べ
と
質
問
会
」

日
　
時
　
８
月
19
日

（日）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

参
加
費
　
100
円

講
　
師
　
三
河
生
物
同
好
会
、
博
物
館

　
　
　
　
学
術
委
員
、
博
物
館
職
員

内
　
容
　
自
然
を
対
象
に
し
た
自
由
研

　
　
　
　
究
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　昆
虫
、
鳥
、
魚
な
ど
の
動
物
、

　
　
　
　
岩
石
、
鉱
物
、
化
石
な
ど
の

　
　
　
　
地
学
、
植
物
に
つ
い
て
テ
ー

　
　
　
　
マ
の
選
び
方
や
、
自
由
研
究

　
　
　
　
の
進
め
方
、
標
本
の
作
り
方
、

　
　
　
　
ま
と
め
方
な
ど
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
相
談
会
。

観
　
察
　
会

日
　
時
　
９
月
２
日

（日）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

観
察
場
所
　
清
岳
・
長
ノ
山
・
鬼
久
保
地
内

集
合
場
所
　
作
手
総
合
支
所
前

内
　
容
　
湿
原
ツ
ア
ー

参
加
費
　
100
円

講
　
師
　
「
作
手
自
然
愛
好
会
」の
皆
さ
ん

締
め
切
り
　
８
月
28
日

（火）

生
涯
学
習
課
　
☎
23
‐
7
6
5
4

●申
●問

■本

●申
●問

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　
　

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

h
o

u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b

.n
e

.jp

往
復
は
が
き 

〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6
　

●em

　
作
手
高
原
に
涼
み
に
来
ま
せ
ん
か
。

作
手
地
区
の
青
年
団
が
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
　
時
　
８
月
15
日

（水）

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

場
　
所
　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

内
　
容
　
盆
踊
り
・
伝
承
芸
能
（
は
ね

　
　
　
　
こ
み
）
・
花
火
（
手
筒
花
火
な

　
　
　
　
ど
）

　
地
域
振
興
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

6広報しんしろ 2007.8

’07

サ
マ
カ
ン

自
然
観
察
会

こ
ど
も
自
然
講
座

夏を満喫しよう

●問
■作

し
ゅ
ん

じ

き

よ

お

か

な

が

の

や

ま

お
に

く

ぼ

て
　
づ
つ

お
に

く

ぼ
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文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問

■本 民
俗
芸
能

行 事 一 覧  （ ）内は場所

天 王 まつり

は ね こみ

信玄原の火おんどり

鍋づる万灯

乗本万灯

念　　仏

放　　下

念 仏 放 下

8月5日(日)　午後7時

一鍬田区　（海倉淵）

8月13日(月)　午後7時30分

身平地区　（海源庵）

8月14日(火)　午後7時

方瀬・真菰地区　（地区初盆宅）

8月15日(水)　午後7時

川合地区　

(作手鬼久保ふれあい広場)

8月15日(水)　午後9時

竹広区　（信玄塚）

8月15日(水)　午後7時

市川区　（万灯山）

8月15日(水)　　午後7時

乗本区　（万灯山）

8月14日(火)　　午後1時ごろ

黒瀬区　（観音堂ほか）

8月14日(火)・15日(日)

午後5時30分ごろ

大海区　（泉昌寺ほか）

8月14日(火)　午後7時

一色区　（洞泉寺）

8月14日(火)　午後8時

名号区　（石雲寺）

8月15日(水)　午後6時

布里区（御堂橋→普賢院）

8月15日(水)　午後7時

塩瀬区　（高月寺）

8月16日(木)　午後6時30分

田代区　（徳林寺）

※天候により時間などが変更になる場合がありま

　すので、お出かけになる際には、問い合わせ先

　にご確認ください。

悪
霊
や
疫
病
を
追
い
払
う
お

祭
り
で
す
。
赤
い
提
灯
に
飾

ら
れ
た
2
隻
の
舟
が
、
豊
川

の
川
面
を
進
む
姿
は
幻
想
的

で
す
。

念
仏
踊
り
と
は
、
放
下
や
は

ね
こ
み
の
総
称
で
す
。
災
厄

退
散
、
亡
魂
鎮
送
の
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
新
城
で

は
盆
行
事
と
結
び
付
き
、
新

仏
の
供
養
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。

長
篠
の
戦
い
の
戦
死
者
供
養

の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
行
事

で
、
400
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
火
の
つ
い
た
松
明

を
振
り
か
ざ
す
、
勇
壮
果
敢

な
行
事
で
す
。

精
霊
を
送
る
お
盆
の
行
事
で

す
。
ど
ち
ら
も
火
の
お
祭
り

で
、
「
鍋
づ
る
万
灯
」
は
京

都
の
大
文
字
送
火
と
同
じ
よ

う
に
山
肌
に
、
「
乗
本
万
灯
」

は
麦
わ
ら
を
束
ね
た
万
灯
を

振
り
回
す
お
祭
り
で
す
。

天
王
ま
つ
り

火
お
ん
ど
り

鍋
づ
る
万
灯

乗
本
万
灯

念
仏
踊
り

（
放
下
、
は
ね
こ
み
）

天
王
ま
つ
り

大
海
の
放
下

火
お
ん
ど
り

乗
本
万
灯

夏を満喫しよう

　
多
彩
な
催
し
が
魅
力

で
す
。
夏
の
思
い
出
に
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

かいくらぶち

みだいら

ほう ぜ ま こも

かいげんあん

まんどうやま

せんしょうじ

どうせん じ

こう げつ じ

とく りん じ

せきうん じ

み どうばし　　 ふ げんいん

あ
く
り
ょ
う

え
き
び
ょ
う

ち
ょ
う
ち
ん

ほ
う
　
か

た
い

ま
つ

ゆ

う

そ

う

か

か

ん

し
ょ
う
り
ょ
う

だ
い
も
ん
じ
お
く
り
び

ま

ん

ど

う

ま

ん

ど

う

の

り

も

と

か
わ
　
も

さ
い

や
く

ぼ
う

こ
ん

ち
ん

ぞ
う
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新城市
光ファイバネットワーク
整備事業

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

　
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

光
回
線
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
の
契
約
も
可

能
に
な
り
ま
す
。
月
額
840
円
の
利
用
料
金
で

〔
テ
ィ
ー
ズ
〕
の
Ｉ
Ｐ
電
話
同
士
、
提
携
プ
ロ

バ
イ
ダ
の
Ｉ
Ｐ
電
話
と
通
話
料
無
料
で
通
話

で
き
ま
す
。
固
定
電
話
へ
の
通
話
も
、
全
国

一
律
8.4
円
で
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｐ
電
話
は
貸
し
出
さ
れ
る
端
末
に
、
電

話
機
を
接
続
す
る
だ
け
で
利
用
で
き
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
電
話
回
線
と
の
共
用
も
可
能
で
す
。
Ｉ

Ｐ
電
話
を
契
約
さ
れ
る
と
、「
０
５
０
」
か
ら

始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話
用
の
電
話
番
号
が
割
り
当

て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
「
１
１
０
」「
１
１
７
」

な
ど
の
３
桁
番
号
サ
ー
ビ
ス
や
、「
０
１
２
０
」

で
始
ま
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
I
P
電
話

加
入
者
同
士
の
通
話
料
が
無
料
！

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
方
法
に

変
更
が
あ
り
ま
し
た

　
各
地
区
で
行
わ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
説
明
会

で
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
コ
ー
ス
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
ム
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
接
続
し
た
テ
レ
ビ
で
し
か
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
明
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
変
更
で
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
コ

ー
ス
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
接
続
し
て
い
な

い
テ
レ
ビ
で
あ
っ
て
も
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
内
蔵
し
て
い
る
テ
レ
ビ
で
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

現
在
、
住
居
を
建
築
中
の
皆
さ
ん
へ

　
平
成
20

年
３
月
末
ま
で
に
完
成
見
込
み
の
建

築
中
の
住
宅
へ
の
引
込
工
事
を
、
12

月
末
ま
で

に
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
引
込
工
事
費
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

インターネットご利用者のみ申し込みができます

「ティーズ」ＩＰ電話

提携ＣＡＴＶ局

提携プロバイダ（ＫＤＤＩ系）

有料接続プロバイダ

ＮＴＴ一般電話

携帯電話

ＰＨＳ

国際電話

無料

全国一律3分8.4円

全国一律30秒10.5円

全社一律90秒21円

1分9.0円　※1

※1　通話先がアメリカ本土の場合。通話先の国により料金が異なります。

ビジネスフォンやホームテレフォンをお使いの方は、ご利用できません。

基 本 利 用 料 月額　　840円

通 話 料
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ケーブルテレビの

ここを教え
て!

スターキャット・ケーブルネットワーク

ひまわりネットワーク

三河湾ネットワーク

グリーンシティケーブルテレビ

キャッチネットワーク

ミクスネットワーク

豊橋ケーブルネットワーク

知多メディアスネットワーク

ＣＡＣ

西尾張シーエーティーヴィ

中部ケーブルネットワーク

ドリームウェーブ静岡

浜松ケーブルテレビ

アドバンスコープ

勢慶映像ネットワーク

松阪ケーブルテレビ・ステーション

伊賀上野ケーブルテレビ

ケーブルネット鈴鹿

シーテック

アイティービー

シー・ティー・ワイ

ZTV

catphone(キャットフォン)

アイタイフォン

アイタイフォン

GC-フォン

キャッチIPフォンサービス

micsphone

ティーズphone

メディアスフォン

CAC-NET IP電話

IP電話サービス

CCNetケーブルフォン

ケーブルドリームフォン

IP電話サービス

IP電話サービス

SENフォン

MCTV-IP電話サービス

I.C.Tフォン

MeChaフォン

CCNetケーブルフォン

ｉ－フォン

CTY電話サービス

Z-PHONE

愛知県

KDDI (株)

日本電気(株)

ニフティ(株)

都道府県� 　　　　CATV事業者� 　　　　　　　　　サービス名称等

事業者名� 　　　サービス名称等　　　　　　　　　　　対象050電話番号

岐阜県

静岡県

三重県

滋賀県

和歌山県

近隣提携ＣＡＴＶ局

主な提携プロバイダ（ＫＤＤＩ系）

KDDI-IP電話

BIGLOBEフォン(KD) 【BIGLOBE】

@niftyフォン-K【@nifty】

050-3001-xxxx ～ 050-3015-xxxx�

050-3017-xxxx ～ 050-3031-xxxx�

050-3034-xxxx ～ 050-3065-xxxx�

050-3067-xxxx ～ 050-3084-xxxx�

050-3086-xxxx ～ 050-3100-xxxx�

050-3102-xxxx ～ 050-3115-xxxx�

050-3117-xxxx ～ 050-3129-xxxx

※BIGLOBEや@niftyのように、プロバイダによっては複数のIP電話サービスを提供している場合があります。�

通話相手が相互接続しているIP電話サービスをご利用でない場合には、無料通話ができませんのでご注意ください。

IP 電話の提携先は以下のホームページをご確認ください

提携ケーブル局　http://www.area-52.jp/ip_phone/guide/catv_ip_ip_free.html  
提携プロバイダ　http://www.area-52.jp/ip_phone/guide/isp.html  

通
話
料
が
無
料
に
な
る
提
携
C
A
T
V
局

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
一
覧

申
込
書
を

返
送
す
る
と
き
の

お
願
い

　
市
で
行
う
引
込
工
事
の

申
込
書
と
テ
ィ
ー
ズ
加
入

申
込
書
は
、
５
枚
複
写
の

用
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
枚
目
の
水
色
の
引
込

工
事
申
込
書
は
、
市
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
引
込

工
事
の
み
を
申
し
込
ま
れ

る
方
も
、
１
枚
目
の
用
紙

を
市
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
２
枚
目
以
降
は
﹇
テ
ィ

ー
ズ
﹈
へ
の
加
入
申
込
書

に
な
り
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
２
枚
目
の

お
客
さ
ま
控
え
を
切
り
離

し
、
３
枚
目
以
降
を
﹇
テ

ィ
ー
ズ
﹈
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
２
枚
目
の
控
え

は
お
手
元
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

み
に
こ
ん
か
ん
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企
画
課
秘
書
室
　
☎
23
‐
7
6
1
8

●問
本

市政報告・懇談会の日程と会場 　
今
、
地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し

た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、

健
全
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
行
政
と
皆
さ
ん
が
一
体
と
な

り
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
に
、
「
知
る
」
と
い
う
情

報
の
共
有
化
を
第
１
段
階
と
し
て
、

「
市
政
報
告
・
懇
談
会
」
を
開
き
ま

す
。

　
話
の
内
容
は
、
市
長
か
ら
平
成
19

年
度
の
新
規
立
て
直
し
型
予
算
と
主

要
課
題
に
つ
い
て
の
「
市
政
報
告
」

と
、
皆
さ
ん
と
語
る
「
懇
談
会
」
で

す
。

　

　
「
わ
た
し
た
ち
の
市
」
の
あ
り
方

を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

時間は、いずれの会場も午後7時30分から9時までです。

9 月 2 5 日

9 月 2 6 日

9 月 2 7 日

9 月 2 8 日

1 0 月 2 日

1 0 月 4 日

1 0 月 5 日

1 0 月 9 日

10月10日

10月15日

10月16日

10月17日

10月18日

10月22日

10月23日

10月24日

10月25日

10月26日

10月29日

鳥原児童館　集会室

富岡公民館（ふるさと会館）集会室

大野田公民館

設楽原歴史資料館　研修室

東新町公民館

新城市民体育館第1、2会議室

平井公民館

西部公民館（ちさと館）多目的室

一鍬田公民館

海老構造改善センター

鳳来開発センター　大会議室

鳳来東小学校　体育館

山吉田小学校　体育館

鳳来西小学校　体育館

鳳来中央集会所

玖老勢コミュニティプラザ

作手開発センター

農村集落多目的共同利用施設

農村環境改善センター

（火）

（水）

（木）

（金）

（火）

（木）

（金）

（火）

（水）

（月）

（火）

（水）

（木）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

新

城

地

区

日 程 会 　 　 場地区

鳳

来

地

区

作

手

地

区

市
長
と
一
緒
に
お
話
し
し
ま
せ
ん
か

　
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
の
設

置
義
務
の
ほ
か
、
防
火
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
人
に
よ
る
防
火
管
理

体
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所
は
、
収
容
人

員
30
人
以
上
の
飲
食
店
・
百
貨
店
・

旅
館
・
保
育
園
な
ど
不
特
定
多
数

の
人
を
収
容
す
る
施
設
の
ほ
か
、

従
業
員
50
人
以
上
の
工
場
や
事
務

所
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
理

新
規
講
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
の
選
任
さ
れ
て
い
な

い
事
業
所
や
選
任
・
解
任
を
予
定

し
て
い
る
事
業
所
の
関
係
者
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
習
日

　
８
月
23
日

（木）
・
24
日

（金）
の
２

　
日
間

場
所

　
市
消
防
本
部
　
大
会
議
室

費
用

　
３,
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
受
付

　
８
月
６
日

（月）
〜
10
日

（金）

防
火
管
理
新
規
講
習
会

消
防
署
　
☎
22
‐
1
7
4
6

●問

市
政
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

※地方分権…統治（すべておさめること）の権能を地方団体が独立した分権として

　行使すること、および地域住民の自主的決定権や住民参加の権利

※
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効
率
的
に
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
行
う
た
め
に
、
合
併
前
の
新
城
市
、
鳳
来

町
、
作
手
村
で
そ
れ
ぞ
れ
策
定
さ
れ
た
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
に
つ
い
て
、

見
直
し
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
家
庭
の
生
活
雑
排
水
や
事
業

所
の
汚
水
な
ど
を
、
排
水
・
処
理
す

る
施
設
で
、
お
も
に
次
の
よ
う
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想

■本
下
水
道
課
　
　
☎
23
‐
7
6
4
4

●問
■鳳
水
道
事
業
課
　
☎
32
‐
1
9
8
8

■作
地
域
整
備
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

※

�
１
つ
の
家
屋
を
個
別
処
理
し
た
場
 
 

 
合
と
集
合
処
理
し
た
場
合
の
そ
れ
 

 
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
整
備
費
・
維
持

 
管
理
費
な
ど
の
経
済
的
な
比
較
を

 
行
い
ま
し
た
。

�
旧
鳳
来
町
の
構
想
で
行
政
区
規
模

 
で
の
区
域
設
定
が
行
わ
れ
て
い
た

 
も
の
を
、
よ
り
経
済
性
に
重
点
を

 
置
き
ま
し
た
。

�
合
併
前
は
旧
市
町
村
単
位
で
個
別

 
に
策
定
し
て
い
た
も
の
を
、
合
併

 
で
一
体
と
し
ま
し
た
。

※
よ
り
詳
し
い
内
容
を
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
、
お
よ
び
本
庁

　
と
各
総
合
支
所
で
閉
庁
日
を
の
ぞ

　
く
7
月
13
日

（金）
か
ら
8
月
10
日

（金）

　
ま
で
閲
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
（
閲
覧
で
き
る
時
間
は
、
午
前
8
時

　
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
）
市
民
の

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い

　
ま
す
。

※
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
と
は
市
街
地
や
農
山
村

　
地
域
を
含
め
た
県
下
全
域
の
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

　
を
計
画
的
・
　
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と

　
し
、
市
町
村
が
作
成
し
た
構
想
を
県
が
取
り
ま
と
め

　
た
も
の
で
す
。

汚
水
処
理
施
設
と
は
?

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

汚水処理施設

集合処理

公共下水道

農業集落排水

合併処理
浄化槽

個別処理

「
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
」
の
計
画
区
域
を
見
直
し
ま
す

総
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
1

●問
本

　
情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
市
政
に
関

す
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
　
　

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
取
り

扱
う
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
公
正

な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
新
城
市
情
報
公
開
条
例

お
よ
び
新
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
き
、
制
度
の
実
施
状
況
を
年

１
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
平
成

18

年
度
の
請
求
件
数
お
よ
び
開
示
の

状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
し
た
。

　
な
お
、
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

制 　 　 度 　 　 名

情 報 公 開 制 度

個人情報保護制度

実 施 機 関

市　　   長

教育委員会

消 防 長

全実施機関

請求件数
開示の状況

全部開示 部分開示 非開示

6

1

1

0

6

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

●問
本

総
合
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す

合
併
未
調
整
事
項
を
公
表
し
て
い
ま
す

　
現
在
、
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
定

め
る
、
合
併
後
初
の
「
総
合
計
画
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
計

画
に
反
映
す
る
た
め
、
市
民
の
５，
０

０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
現
在
集

計
中
で
す
の
で
、
後
日
報
告
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
募
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
7
月
20
日

（金）
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
計
画
の
策
定
状
況
は
、

随
時
、
広
報
「
ほ
の
か
」
な
ど
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
合
併
前
の
新
城
市
、
鳳
来
町
、
作

手
村
で
行
わ
れ
て
い
た
事
務
事
業
は
、

法
令
な
ど
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る

事
業
を
は
じ
め
、
独
自
で
実
施
し
て

い
た
特
色
あ
る
事
業
も
含
め
る
と
、

非
常
に
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
事
務
事
業
は
、
内

容
ご
と
に
約
１，
５
０
０
項
目
に
ま
と

め
、
合
併
時
点
か
ら
で
き
る
限
り
統

一
し
た
取
扱
い
を
行
う
よ
う
、
合
併

協
議
と
並
行
し
て
調
整
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
が
終

了
で
き
な
か
っ
た
事
業
は
、
合
併
後

も
引
き
続
き
調
整
作
業
を
進
め
、
大

部
分
の
事
務
事
業
は
調
整
を
終
了
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
合
併
後
１
年
半
を
経
過

し
た
現
在
で
も
引
き
続
き
調
整
を
続

け
て
い
る
事
務
事
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
多
く
は
、
市
役
所
の
内
部
事
務

に
関
す
る
も
の
で
す
が
、
一
部
は
市

民
生
活
に
関
連
す
る
も
の
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
19
年
３
月
末
時

点
で
未
調
整
と
な
っ
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま

で
の
検
討
経
過
、
調
整
の
た
め
の
課

題
お
よ
び
今
後
の
調
整
の
方
向
性
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
「
事
務
事

業
未
調
整
事
項
調
書
」
を
公
表
し
て

い
ま
す
。

k
ik

a
k
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

●問
本

k
ik

a
k
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

※
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
…
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
話
し
合
い
。

※

　
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
、

方
向
性
を
定
め
る
大
切
な
計
画
。
市

に
は
、
ほ
か
に
も
各
種
の
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
最
上
位
に
位
置
す

る
重
要
な
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
法
で
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
「
基

本
構
想
」
を
含
む
計
画
と
し
て
策
定

し
て
い
ま
す
。

公
表
方
法
お
よ
び
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
本
庁
舎
２
階
　
企
画
部
企
画
課

・
鳳
来
総
合
支
所
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課

・
作
手
総
合
支
所
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課

総
合
計
画
と
は
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職

種

な

ど

人
員

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
、平
成
20
年
3
月
末
現
在

市
職
員
募
集 

（
高
校
卒
）

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布
日
、

配
布
場
所

　
・
配
布
日
　
　
7
月
17
日

（火）
か
ら

　
・
配
布
場
所
　
人
事
課
（
市
民
体

　
　
育
館
２
階
）
、
本
庁
市
民
課
窓

　
　
口
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
窓
口

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
・
受
付
期
間

　
　
8
月
13
日

（月）
〜
20
日

（月）
　

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
　
　

　
　
午
後
１
時
〜
５
時
30
分

　
　（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
・
受
付
場
所
　
人
事
課

１
次
試
験

　
・
日
程
　
9
月
16
日

（日）

　
・
場
所
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
・
内
容
　
一
般
教
養
、
作
文
、
適

　
　
　
　
　
性
検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

人
事
課
　
☎
23
‐
7
6
1
9

●問
本

平
成
20
年
度 

（
平
成
20
年
4
月
1
日
） 

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

一

般

技

術

（
土
木
･
農
業
土
木
）

消
 

防
 

士

高
校
卒

若
干
名

高
校
卒

若
干
名

20
歳
以
下
で
、農
業
土
木
科
、農
業
工
学
科
、

土
木
科
な
ど
を
専
攻
し
、卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方

20
歳
以
下
で
、日
本
国
籍
を
有
し
、高
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

※
視
力
：
左
右
と
も
に
1.0
以
上
（
矯
正
視
力
可
）

※
聴
力
：
正
常
な
こ
と

　市では、平井地区に建設中の新城市消防防災セン

ターに、市民の皆さんが防災について学ぶことがで

きる「新城市防災学習ホール（仮称）」を整備し、20

年４月上旬に開館する予定です。

　ホールには、市内で発生した災害記録写真などを

展示、公開するためのブースを設けます。

　このブースで展示する、皆さんがお持ちの災害の

ようすを撮影した写真などの展示資料を募集します。

資料の内容
　写真（各種プリント、ネガ、ポジ、デジタルデー

　タなど）

　ビデオフィルム（16 ミリ、８ミリ含む）

募集期間
　８月１日（水）～９月28日（金）

その他
　　写真などは、一般公開が可能であるもの、災害

　名、撮影年月、撮影場所がわかるものが対象です。

 地震発生時の家具転倒防止による人的被害を最小

限に抑えることを目的として、家具の転倒防止用具

の取付けを支援します。ご希望の方は、ぜひお申し

込みください。

対　象
・75歳以上の高齢者世帯

・身体障害者手帳２級以上の障害者の方がいる世帯

・要介護認定３以上の方がいる世帯

取り付け台数
・一世帯で家具３台まで（家電製品を除く）

費　用
　無料

申し込み方法
　　申込用紙に記入の上、消防本部または各総合支

　所地域振興課へご提出ください。

　用紙は、消防本部、本庁福祉課、各総合支所地域

　振興課にあります。

家具転倒防止用具支給事業

地域振興課　☎37‐2211
地域振興課　☎32‐0512
防災対策課　☎22‐1962

地域振興課　☎37‐2211
地域振興課　☎32‐0512

防災対策課　☎22‐1962●問 ■本

■鳳

■作

●問 ■本

■鳳

■作

市内で発生した災害記録写真の募集

住居の地震対策を支援します
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

と
は
、
「
行
政
の
施
策
を
計
画

案
の
段
階
で
公
表
し
、
そ
れ
に

対
す
る
意
見
を
広
く
市
民
か
ら

募
り
、
そ
の
う
え
で
意
思
決
定

を
行
う
手
続
き
」
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
市
民
参
加
の
手
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
市
の
仕
事
の

原
案
を
公
表
し
、
そ
れ
に
対
し

て
書
面
な
ど
に
よ
り
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」

は
、
市
の
公
表
す
る
計
画
案
に

対
し
て
、
皆
さ
ん
が
市
へ
、
意

見
を
自
由
に
提
案
で
き
ま
す
。

こ
と
ば
自
体
は
な
じ
み
の
薄
い

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
の
思
い
が
市
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
た
め
の
、
大
切
な
手

段
な
の
で
す
。

　
地
方
が
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
住
民
の
意
向

を
反
映
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
住
民
意

識
調
査
や
委
員
へ
の
公
募
な
ど
、

　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
よ
り
一
層
、
市
民
が
行

政
に
関
心
を
も
ち
、
参
画
す
る

た
め
の
統
一
し
た
ル
ー
ル
で
の

制
度
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
」
に
よ
る
、

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

 
公
共
施
設
、
広
報
「
ほ
の
か
」

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
公
共

施
設
で
の
設
置
ヵ
所
を
増
や
す

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
っ
て
な
に
?

あ
な
た
の
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ど
こ
で
公
表

さ
れ
て
い
る
の

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

政策などの案の公表

市の計画案などが
公表されることを知る

市では、計画案などを
広報紙やホームページ
などで公表します。

�市民意識調査（アンケート）　�構想段階での市民意見募集

�委員会等委員の公募　�提言

　などによる、個別の市民参画制度による意見収集

市の計画案などに対する
意見を文書などに書いて
市に提案います。

提案された意見の検討を
終えたら、市は速やかに
検討結果を公表します。

市のその意見を
さまざまな角度から検討します。

政策などの意思決定

意見を提案する

意見の
検討結果を知る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

「
市
民
意
見
提
出
手
続
」
の
お
も
な
流
れ

つ
の
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平
成
19
年
度

　
初
め
て
の
市
民
提
案
型
補
助
事
業

で
あ
る
「
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
は
、「
住
民
参
加
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
、
市
民

の
優
良
な
公
共
性
の
高
い
事
業
で
、

地
域
審
議
会
に
審
査
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
も
、
そ
の
審
査
を

経
て
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
　

　
来
年
３
月
下
旬
に
は
公
開
の
実
績

報
告
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
地
域
審
議
会

　
地
域
審
議
会
の
活
動
は
、
新
市
の

将
来
構
想
と
そ
の
実
現
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
は
じ
め
、

施
策
の
方
向
性
や
財
政
計
画
を
明
ら

か
に
し
た
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
進
捗
状
況
や
、
そ
の
変
更
な
ど
、

市
の
施
策
全
般
に
対
し
、
新
城
・
鳳

来
・
作
手
３
地
区
30

人
の
委
員
が
、

住
民
の
立
場
か
ら
市
長
に
提
言
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
審
議
会
で
は
今
後
も
、
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
審
議
・
検
証
し
、

新
市
の
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
住

民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

企

画

課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

地
域
振
興
課
　
☎
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

■鳳 ■本
●問

■作

100,000円

つばさ共同保育園

申請団体名 主 な 事 業 内 容 補助予定額補助率事　業　名

長篠開発委員会

特定非営利活動法人

のんほい・ほうらい

山吉田住環境プラン

実行委員会

あいり住環境プラン

推進委員会

亀山城址・古宮川
環境整備クラブ

音楽を体で感じ、表現しよう!!�

～音楽遊びの広場とわらべ歌祭り～

自然との共生、地域文化との

相乗りによる潤いのあるまち

づくり

高齢者健康維持計画

山吉田住環境プラン�

「山よし田よし住むによし」

実行事業

三世代住んで安心�

助け合う地域の和（輪）啓発支援事業

亀山城址・古宮川環境整備事業

就学前の幼児と保護者を対象に月に1

～2回「音楽遊びの広場」を開催し、

12月に「わらべ歌祭り」を開催。

ＮＰＯ法人化へ向けての調査・研究。

地域の歴史文化の保護と整備を地域住

民の手で進めていく。（看板の設置など）

歴史的文化財である長篠城址を中心と

した地域づくりと史跡活用の調査・研

究。�（ウォーキング大会開催・MAP案

・案内看板作成など）

高齢者の健康づくりと介護予防を目標

に、地域高齢者の生活の充実を目指し、

ストレッチ体操やボール運動などを通

じた高齢者向け講座の実施。

宅地・住宅の供給のため、地域内の空

家・宅地台帳の作成。

生活環境改善へつなげる活動として、

ＥＭ菌による家庭排水浄化の実験、研

究。

高齢者向けのパソコン教室を開催。

新

城

新
城
地
域
審
議
会

鳳
来
地
域
審
議
会

作
手
地
域
審
議
会

作

手

地区 No.

鳳
　
　
　
　
来

1

2

3

4

5

6

159,000円

200,000円

300,000円

209,000円

300,000円

※

2
｜
3

4
｜
5

2
｜
3

4
｜
5

4
｜
5

2
｜
3

し
ん
ち
ょ
く
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夏
場
は
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど

で
、
と
く
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増

大
す
る
時
期
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
量
消
費
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
枯
渇
は
、
そ
れ
に
頼
っ
て
き
た

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
成
り
立
た
な

い
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
で
は
、
あ
ま
り
実
感
の

わ
か
な
い
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
浪
費

が
、
地
球
へ
過
大
な
負
担
を
か
け
て

い
る
の
は
事
実
で
す
。
私
た
ち
は
、

次
の
世
代
に
地
球
を
受
け
継
い
で
い

く
た
め
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
浪
費
を
避
け
、
循
環
利
用

を
図
る
と
い
う
と
て
も
重
要
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型

の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
持
続

可
能
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
変

革
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
、
「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
」
、
「
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」
は
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
家
庭
や
職
場
で
身
近

に
で
き
る
省
エ
ネ
行
動
か
ら
始
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
や
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
有
効
利
用
や
地
球
温
暖
化
防
止
、

光
熱
費
な
ど
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま

す
。

今
年
も
経
済
産
業
省
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
、「
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て
」
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
具
体
的
な
省
エ
ネ
行
動
例
〉

　
夏
の
省
エ
ネ

・
冷
房
は
、室
温
28
度
を
目
安
に
温
度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
房
機
器
は
、
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

　
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
は
、壁
か
ら
適
切
な
間
隔
を
あ
け
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
、ガ
ス
、
石
油
機
器
な
ど
を
買
う
時
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の

　
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
部
屋
の
照
明
を
購
入
す
る
と
き
は
、
省
エ
ネ
型
の
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ

　
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
、
季
節
に
あ
わ
せ
て
温
度
調
節
を
行
い
、
も
の
を
詰

　
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
時
に
は
、コ
ン
セ

　
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
、電
子
レ
ン
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
、
他
の
用
事
を
し
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る
よ
う
に
し
て
、
追
い
炊
き
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
運
転
の
時
に
は
、経
済
速
度
を
心
が
け
、急
発
進
、急
加
速
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
は
、で
き
る
だ
け
電
車
・
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

　
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
適
正
に
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る
限
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」

　
一
人
ひ
と
り
が
実
践
を

エコ
とぴっくす
エコ
とぴっくす
エコ
とぴっくす

環境課　☎23‐7629●問 本

身
近
に
で
き
る
省
エ
ネ
を
し
よ
う

こ
　
か
つ
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STOP

　
市
の
職
員
は
、
６
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
期
間
、
必
要
以
上
の

冷
房
を
避
け
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
、
上
着
を
着
用
し
な
い
軽
装

や
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
を
奨
励
す
る
「
ク

ー
ル
ビ
ズ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
事
務
室
の
冷
房
温

度
の
設
定
は
28
度
に
調
整
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
節
約
・
地
球
温
暖
化

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
、
冷
房
の
使
用
を
１
度

控
え
る
だ
け
で
大
き
な
省
エ
ネ
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
指
定
可
燃
ご
み
袋

の
販
売
価
格
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
公
正
取
引
委
員
会
の
指
導
で
、

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら
、
小
売
店

が
自
由
な
価
格
で
販
売
す
る
「
ご
み

袋
の
価
格
の
自
由
化
」
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
、
Ｌ
サ
イ
ズ

が
260
円
（
20
袋
入
り
）
、
Ｍ
サ
イ
ズ

が
190
円
（
20
袋
入
り
）
で
販
売
し
て

い
た
も
の
が
、
小
売
店
に
よ
っ
て
販

売
価
格
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
18
年
度
に
セ
ン
タ
ー
に
届
け

ら
れ
た
、
飼
い
犬
の
行
方
不
明
件
数

は
301
件
、
そ
の
う
ち
飼
い
主
の
元
へ

戻
っ
た
の
は
201
件
で
す
。

　
突
然
の
雷
や
花
火
な
ど
の
大
き
な

音
に
驚
き
、
逃
走
す
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。

原
因

　
①
鎖
や
首
輪
な
ど
の
破
損
。

　
②
ド
ア
や
門
な
ど
の
閉
め
忘
れ
。

　
③
散
歩
中
に
放
し
た
。

対
策

　
①
常
に
点
検
し
、
定
期
的
に
新
し

　
い
首
輪
と
取
り
替
え
る
。

　
②
扉
の
開
け
閉
め
に
気
を
つ
け
る
。

　
③
犬
は
絶
対
に
放
さ
な
い
。

�
す
ぐ
に
見
つ
け
る
た
め
に
、
首
輪

　
に
鑑
札
・
注
射
済
票
を
付
け
ま
し

　
ょ
う
。

�
飼
い
犬
が
逃
走
し
た
ら
す
ぐ
に
、

　
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
公
用
車
を
運
転
す
る
時
は
、

で
き
る
だ
け
環
境
に
負
荷
を
か
け
な

い
運
転
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
協
力

し
て
も
ら
う
よ
う
職
員
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

宣
言
シ
ー
ル
を
公
用
車
に
貼
り
、
車

の
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
、

燃
料
消
費
の
節
減
と
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
え
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
６
月
か
ら
、
市
役
所
本
庁

舎
な
ど
の
事
務
室
の
窓
の
外
へ
、
ゴ

ー
ヤ
、
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
と
い
っ
た

つ
る
性
の
植
物
を
這
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
差
し
を
和
ら
げ
室
内
温

度
の
上
昇
を
抑
え
る
自
然
の
カ
ー
テ

ン
（
緑
の
カ
ー
テ
ン
）
で
す
。

　
植
物
の
葉
の
蒸
散
作
用
で
、
涼
し

い
風
が
流
れ
込
み
、
冷
房
の
使
用
を

少
し
で
も
控
え
る
こ
と
に
役
立
つ
ほ

か
、
植
物
の
光
合
成
で
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
た
り
、
大
気
汚
染
物
質
を

浄
化
し
た
り
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

「
夏
の
軽
装
　
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
実
践
中

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
へ
の

取
り
組
み

犬
の
逃
走
を

　
　
防
止
し
ま
し
ょ
う

市
指
定
可
燃
ご
み
袋
の

価
格
自
由
化
の
お
知
ら
せ

市
役
所
庁
舎
内
で
の
取
り
組
み

譲
り
た
い
も
の

�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

�
電
動
ベ
ル
ト
（
健
康
器
具
）

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康

　
器
具
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ

て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番

号
を
環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

緑のカーテン（ただいま成長中）

●問
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

東
三
河
支
所

☎
0
5
3
2
‐
33
‐
3
7
7
7

し
ょ
う
れ
い

は

じ
ょ
う
さ
ん
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　新城高校商業科 3 年生の生徒 40 人が、新城文化

会館はなのき広場で販売実習を体験しました。

　この実習は、生徒が社会に出る前にきちんとした

マナーを身に付けることを目的として始められ、今

年で 4 年目になります。

　新城高校で栽培した野菜、花、つけものと合わせ、

北海道や群馬県の商業高校が作った米やせんべいな

ど取り寄せた物産を、生徒は元気のよいかけ声で販

売していきました。

　山本晴菜さんは、｢もっとたくさんの人に来ても

らうために、チラシの配り方や場所の選定なども考

えていきたいです｣ と意気込んでいました。

避
難
訓
練

販売実習体験

1日
記者体験

6/ 7�

5/ 31�

取材した原稿を書く伊田さん

伊
田
成
美

　
東
郷
中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
で
、
６
月
７

日
（木）

、
伊
田
成
実
さ
ん
が
、
市
の
じ
ょ
う
ほ
う

課
を
訪
れ
、
広
報
の
取
材
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
取
材
先
は
、
鳳
来
中
部
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
避

難
訓
練
」
。
取
材
し
た
記
事
と
写
真
を
掲
載
し
ま

す
。

　
鳳
来
中
部
小
学
校
で
、

校
舎
に
不
審
者
が
侵
入
し

て
き
た
と
い
う
想
定
で
、

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
児
童
209
人
と
職
員
15

人
が
参
加
し
、
各
担
任
が

す
ば
や
く
児
童
を
運
動
場

へ
避
難
さ
せ
た
後
、
先
生

た
ち
に
、
長
篠
駐
在
所
の

羽
賀
達
雄
警
部
補
が
、「
さ

す
ま
た
」
の
使
い
方
を
指

導
し
、
不
審
者
が
侵
入
し

た
と
き
の
手
段
を
体
験
。

　
６
年
生
の
梶
村
峻
史
く

ん
は
、
「
こ
の
よ
う
な
訓

練
を
や
っ
て
お
く
と
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

はる な

た

つ

お

た
か
ふ
み

な
る

み
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⑰

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
　 

信
玄
原
の
火
お
ん
ど
り

設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
☎
22
‐
0
6
7
3

●問

よ し ひ ろ

ひ ろ あ き

か わ か み

8月15日（水）�午後9時

竹広字信玄原（信玄塚）

　
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
が
終
わ
っ
て

1
カ
月
が
経
っ
た
こ
ろ
、
信
玄
塚
の
大

塚
・
小
塚
か
ら
多
く
の
蜂
が
出
て
、
街

道
を
行
く
人
馬
を
苦
し
め
ま
し
た
。

　
里
人
は
、
武
田
軍
の
亡
霊
と
信
じ
大

施
餓
鬼
を
行
い
、
夜
に
入
っ
て
は
松
明

を
た
い
て
供
養
に
努
め
た
と
こ
ろ
、
蜂

の
大
群
は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
今
も
盆
の
８
月
15

日
に
行
わ
れ
る
「
火
お
ん
ど
り
」
の
始

ま
り
で
す
。
大
き
な
松
明
を
振
っ
て
行

う
勇
壮
な
火
祭
り
で
、
竹
広
区
と
八
束

穂
区
の
人
々
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
、
400
年
余
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
祭
り
の
半
月
前
か
ら
、
各
戸
で
「
タ
イ
」

と
呼
ば
れ
る
松
明
作
り
が
始
ま
り
ま
す
。

タ
イ
は
ス
ノ
コ
に
編
ん
だ
ア
シ
の
中
に

シ
ダ
を
詰
め
、
縄
で
し
め
て
作
ら
れ
ま

す
。�

　
祭
り
当
日
の
夜
、
男
た
ち
は
、
は
っ

ぴ

・
鉢
巻

・
猿
股
姿
で
竹
広
の
旧
庄
屋

の
峰
田
氏
宅
に
集
ま
り
ま
す
。
水
垢
離

の
あ
と
、
も
み
火
で
得
た
浄
火
を
「
お

種
」
と
呼
ば
れ
る
３
本
の
タ
イ
に
移
し
、

火
踊
坂
を
登
り
、
３
本
の
お
種
は
、
坂

上
で
全
部
の
タ
イ
に
火
を
点
じ
信
玄
塚

に
く
り
こ
み
ま
す
。
そ
の
タ
イ
の
数
は

70
本
に
も
及
び
ま
す
。�

　
行
列
の
先
導
に
火
元
峰
田
氏
、
次
に

区
長
、
囃
子
、
タ
イ
と
続
き
、
大
塚
、

小
塚
の
ま
わ
り
を
３
回
ま
わ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
太
鼓
や
笛
の
音
の
テ
ン
ポ

が
早
く
な
っ
た
の
を
合
図
に
、
一
斉
に

タ
イ
を
袈
裟
十
字
に
振
り
か
ざ
し
「
ヤ

ー
レ
モ
ッ
セ
　
モ
ッ
セ
モ
セ
…
」
と
唱

え
な
が
ら
、
勇
猛
果
敢
に
踊
り
狂
う
姿

は
、
ま
さ
に
、
設
楽
原
決
戦
を
想
像
で

き
る
も
の
で
す
。

 4H クラブが、八名幼稚園児 28 人を招いて、河上

博昭さん（富岡）のハウスでイチゴ収穫体験をしま

した。園児たちは、イチゴのじょうずな採りかたや、

食べごろのイチゴを ｢おいしいね｣｢甘いね｣ などと

いいながら収穫。

　会長の天野祥宏さんは、「子どもたちに、新城の

名産品のイチゴを、もっと知ってもらえればうれし

いです」と話していました。

　6月は環境月間。市内では10カ所で、環境美化

活動「しんしろクリーンフェスタ」が行われま

した。

　参加者は、約1,950人、ごみ収集量は可燃ごみ

が約1,000キログラム、不燃ごみが約840キログ

ラムでした。

　「しんしろクリーンフェスタ」は、年2回行わ

れます。次回は、10月28日（日）に行われる予定

です。皆さん、ぜひご参加ください。 イチゴ収穫体験会

新城をきれいなまちに

しんしろクリーンフェスタ

6 / 20�

6 / 17�

※市内のおおむね 30 歳未満の農業後継者。農業 PR や農業を通じた
　地域貢献活動などを行っている。

※

●時

●所

み

ず
　
ご
　
　り

は
ち

ま
き

さ
る

ま
た

せ

が

　

　き

は

や

し

け

　
さ

ゆ

う

も

う

か

か
ん
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催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事
お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

In
fo

rm
atio

n
In

fo
rm

atio
n

連
携
型
生
涯
学
習
市
民
大
学

「
中
山
間
地
域
の
維
持
と
活
性
」

　公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

「
あ
い
ち
の
農
業
用
水
展
」
開
催

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

親
子
介
護
体
験
講
座（
作
手
講
座
）

　
①
８
月
５
日

（日）

　
②
８
月
24
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
開
成
小
学
校

　
①
車
い
す
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

　
②
ま
つ
ば
杖
で
の
生
活
を
体
験

　
　
し
よ
う

　
①
村
上

逸
人

氏

　
　
岡
本

浄
実

氏

　
②
山
下

奈
穂
美

氏

　
　
岡
本

浄
実

氏

　
無
料

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
第
４
回
　
８
月
31
日

（金）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
手
作
り
絵
本

　
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
本
。
子

　
ど
も
の
成
長
を
残
し
て
み
ま
せ

　
ん
か
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
　

　
☎
0
5
3
2
‐
44
‐
6
5
7
4

　
　http://w

w
w

.tut.ac.jp/topics/h1
9

/0
7

0
8

　
　2

0
shinpo.pdf

 
８
月
20
日

（月）

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
開
場
 

午
後
１
時
）

　
豊
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
 

　
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
エ

　
コ
地
域
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆

　
さ
ん
と
と
も
に
考
え
る
。

基
調
講
演

　
「
中
山
間
地
域
再
生
の
取
り
組

　
み
」

　
藤
山

浩

氏
（
島
根
県
中
山
間

　
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
 

科
長
）

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

　
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
　
文
化
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
８
月
25
日

（土）

　
午
後
２
時
開
演

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

　
新
城
文
化
会
館

　
絵
本
・
映
画
で
も
お
な
じ
み
の

　
眠
れ
る
森
の
美
女
を
、
フ
ァ
ミ

　
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
お
届
け

　
し
ま
す
。

　
全
席
指
定

　
一
　
　
　
般
　
２，
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
１，
０
０
０
円

　
（
３
才
以
上
有
料
）

　
　
新
城
文
化
会
館
・
長
篠
城
址

　
史
跡
保
存
館
・
Y
シ
ョ
ッ
プ
つ

　
く
で
店
な
ど
で
発
売
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
文
化
課
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
農
業
用
水
の
歴
史
と

変
遷
な
ど
を
中
心
に
、
水
の
重
要

性
を
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
「
あ
い
ち
の
農

業
用
水
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
８
月
４
日

（土）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
 

　
桜
淵
公
園
 

木
か
げ
プ
ラ
ザ

　
パ
ネ
ル
展
示
、
ク
イ
ズ
（
参
加

　
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
）
、
川

　
に
す
む
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い

　
無
料

　
当
日
は
、
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ

　
ロ
が
来
場
し
ま
す
。

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

奥
三
河
の
芸
能
と
祭
り
の
写
真
展

　
設
楽
町
の
佐
々
木
稔
さ
ん
が
撮

影
し
た
、
花
ま
つ
り
・
田
楽
・
放
下

な
ど
、
奥
三
河
の
芸
能
と
祭
り
の

写
真
展
で
す
。
写
真
を
入
れ
る
額

縁
も
、
佐
々
木
さ
ん
の
手
作
り
で

す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
8
月
１
日

（水）
〜
３1
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
３1
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
8
月
の
展
示

み

に

こ

ん

か

ん

生
涯
学
習
課
　

☎
23
‐
7
6
5
4

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

愛
知
新
城
大
谷
大
学
　

☎
23
‐
3
3
1
1

「
人
間
」
再
発
見
の
旅
パ
ー
ト
3

県
農
林
水
産
部
 

農
地
計
画
課

☎
０
５
２
‐
954
‐
６
４
３
１

　夏
の
特
別
展

「
豊
川
流
域
の
自
然
を
さ
ぐ
る
」

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
7
月
20
日

（金）
〜
９
月
２
日

（日）

　
（
夏
休
み
期
間
中
は
無
休
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
清
流
豊
川
を
と
り
ま
く
動
物
、

　
植
物
、
地
質
な
ど
を
総
合
的
に

　
展
示
紹
介
。
川
を
中
心
に
郷
土

　
の
自
然
の
豊
か
さ
を
再
発
見
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　（
大
人
210
円
　
小
・
中
学
生
100
円
）

●問●時

●時

●時

●所

●所

●時●所 ●￥

●￥

●￥

●￥

●￥

●内

●内

●内

●内

●内

●時●講 ●所●￥ ●内

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●申
●問

■本

●問
■本

●申
●問

■本
●申
●問●問

●問 ●他

●他

へ

ん

せ

ん

が
く

●HP

●対●対 ●講

●所●所

●所

●時●時 ●他

●問
■鳳

●問
■本

ぶ
ち
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募
　
集

募
　
集

募
　
集

お知らせ Information

　
　
　
森
林
政
策
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
3
1

　
　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　

rin
g

y
o
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
市
民
管
理
の
森
づ
く
り
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
進
め
て
い

く
た
め
に
、
森
林
・
林
業
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
実
践
に
即
し
た

形
で
学
び
、
今
後
の
森
づ
く
り
活

動
を
し
て
い
く
中
で
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人

材
育
成
を
し
て
い
く
講
座
で
す
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
第
４
回
　
８
月
４
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
第
５
回
　
９
月
16
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
門
谷
地
内

　
無
料

　
（
昼
食
代
別
途
必
要
）

　
各
回
と
も
先
着
15
人

　
第
４
回
　
７
月
30
日

（月）

　
第
５
回
　
９
月
10
日

（月）

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
指
導
補
助
員

　
　
　
市
民
安
全
対
策
室
　

　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
3

　
市
で
は
、
交
通
安
全
活
動
を
促

進
す
る
た
め
、
交
通
指
導
補
助
員

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　
小
・
中
学
校
の
登
校
時

　
午
前
７
時
30
分
〜
９
時

　
下
校
時
の
２
時
間

勤
務
地

　
新
城
地
区

　
８
月
15
日

（水）

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
後

　
２
年
以
上
、
市
内
在
住
で
20
歳

　
以
上
55
歳
未
満
の
方

※
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
写
真
を
貼
り
市
民
安
全
対

　
策
室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
保
険
医
療
課
　

　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
保
険
医
療
課
宛
て

　
k
o
k
u
h
o
n
e
n
k
in

@
c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
で
、
18
年
度
の
国
保
税
を
完
納

　
さ
れ
た
世
帯
で
20
歳
以
上
の
方

　
①
50
人
　
②
50
人
　
③
30
人
　

実
施
医
療
機
関

　
①
新
城
市
民
病
院

　
②
作
手
診
療
所

 
③
東
三
河
農
村
健
診
セ
ン
タ
ー

　
（
豊
川
市
）

負
担
金

　
①
９，
４
５
０
円
　
②
６，
５
０

　
０
円
　
③
８，
４
０
０
円

※
①
胃
カ
メ
ラ
で
実
施
の
場
合

 
１
０，
０
８
０
円

　
②
胃
カ
メ
ラ
で
実
施
の
場
合

 
７，
５
０
０
円

　
８
月
17
日

（金）
（
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法

・
は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル

　
受
診
希
望
者
の
被
保
険
者
番
号
、

　
受
診
希
望
医
療
機
関
、
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　
連
絡
先
の
電
話
番
号
を
記
載
し

　
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
は
受
付
期
間
内
の
消

　
印
、
E
メ
ー
ル
は
受
付
期
間
内

　
に
到
着
を
有
効
と
し
ま
す
）

・
本
庁
保
険
医
療
課
窓
口
、
各
総

　
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

　
分
）

受
診
方
法

・
決
定
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
受

　
診
承
諾
書
と
問
診
票
な
ど
を
郵

　
送
し
ま
す
。

・
受
診
者
は
、
希
望
す
る
実
施
医

　
療
機
関
に
予
約
し
て
平
成
20
年

　
３
月
14
日
ま
で
に
受
診
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
負
担
金
は
、
受
診
時
に
実
施
医

　
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者

を
追
加
募
集
し
ま
す

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

新
城
薪
能

　
市
文
化
協
会
　

　
☎
23
‐
7
6
5
6

能
の
ま
ち
「
新
城
」

　
古
く
か
ら
町
衆
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
「
能
・

狂
言
」
。
町
衆
だ
け
に
よ
る
演
能

は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と

き
を
、
「
新
城
薪
能
」
鑑
賞
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
８
月
18
日

（土）

　
午
後
５
時
30
分
か
ら

　
（
午
後
９
時
終
了
予
定
）

　
新
城
文
化
会
館

　
無
料

　
能
　
　
葵
上

　
狂
言
　
文
荷
　
貰
聟

　
仕
舞
　
ほ
か

あ
お
い
の
う
え

ふ
み
に
な
い

む
ら
い
む
こ

し

ま
い

　
　
　
保
険
医
療
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
は
、
腰
や
膝
に
負
担
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を

す
る
こ
と
で
、
体
脂
肪
、
と
く
に

内
臓
脂
肪
を
効
果
的
に
燃
焼
し
ま

す
。
初
心
者
の
方
で
も
無
理
な
く

始
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

　
９
月
３
日
〜
平
成
20
年
３
月
３

　
日
の
毎
週
月
曜
日（
20
回
実
施
）

　
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
45
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
８
月
20
日

（月）
、
午
前
８
時
30

　
分
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も

健
康
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●em

●em

●対

●対

●問
●申
■本

●問
●申
■本

●問
●申
■本

●￥

●定

●時●所

●〆

●〆

●〆

●定

●￥●内 ●問●所 ●時

●対 ●問
●申
■本

●定 ●時●所●受●￥
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手
　
当

手
　
当

手
　
当

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

お知らせ Information

巡
回
農
地
相
談

　
県
労
働
局
賃
金
課

　
☎
0
5
2
‐
972
‐
0
2
5
7

　
事
業
者
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
、

最
低
賃
金
以
上
の
金
額
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

賃
金
例

　
愛
知
県
最
低
賃
金
　
　
　
694
円

　
産
業
別
最
低
賃
金

　
染
色
整
理
業
　
　
　
　
　
722
円

　
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
　
　
819
円

　
一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
805
円

　
電
気
機
械
器
具
製
造
業
　
768
円

　
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
812
円

　
精
密
機
械
器
具
製
造
業
　
759
円

　
各
種
商
品
小
売
業
　
　
　
757
円

　
自
動
車
小
売
業
　
　
　
　
792
円

児
童
扶
養
手
当
の

振
り
込
み

市
障
害
者
手
当
な
ど
の

振
り
込
み

守
ろ
う
　
確
か
め
よ
う

最
低
賃
金

　
　
児
童
扶
養
手
当
を
８
月
10
日

　
（金）
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受

　
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確

　
か
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
居
、

　
転
出
な
ど
の
際
は
、
本
庁
児
童

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺

　
児
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

　
７
月
下
旬
に
郵
送
す
る
現
況
届

　
な
ど
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
を
除
く
８
月
１
日

（水）
か
ら
31

　
日

（金）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

　
て
い
る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵

　
送
す
る
所
得
状
況
届
の
用
紙
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
土
・

　
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
月
10

　
日

（金）
か
ら
９
月
10
日

（月）
ま
で

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
は
、
本
庁
児
童

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

　
こ
の
届
出
で
８
月
以
降
の
手
当

　
の
受
給
資
格
を
判
断
し
ま
す
の

　
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
障
害
者
手
当（
４
〜
７
月
分
）

　
を
７
月
31
日

（火）
に
、
特
別
障

　
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

　
経
過
的
福
祉
手
当
を
８
月
10
日

　
（金）
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受

　
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確

　
か
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
居
、

　
転
出
な
ど
の
際
は
、
本
庁
福
祉

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

　
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
、

　
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
け

　
て
い
る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵

　
送
す
る
現
況
届
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
土
・
日
曜
日
、
祝

　
日
を
除
く
９
月
７
日

（金）
ま
で

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
農
業
委
員
会

（
農
業
振
興
課
内
）

☎
23
‐
7
6
3
3

　
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
農
地
以

外
の
も
の
に
変
更
す
る
際
の
農
地

転
用
手
続
き
、
農
地
を
嵩
上
げ
す

る
た
め
の
農
地
改
良
届
な
ど
、
農

地
に
関
す
る
相
談
に
専
門
員
が
応

じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
８
月
30
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
保
険
医
療
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
健
康
と
美
容
に
よ
く
、
精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
い
わ
れ
て

い
る
ヨ
ガ
。
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
６
日
〜
11
月
８
日
の
毎
週

　
木
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
間
30

　
分
程
度

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
８
月
13
日

（月）
、
午
前
８
時
30

　
分
か
ら
、
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
購
入
代
１，
０
０

　
０
円
程
度
（
す
で
に
お
持
ち
の

　
方
は
無
料
で
す
）

　
ヨ
ガ
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど

　
な
た
で
も

健
康
教
室

ヨ
ガ

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

狩
猟
免
許
試
験

農
業
振
興
課

☎
23
‐
7
6
3
2

経
済
建
設
課

☎
32
‐
1
9
8
4

地
域
整
備
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
狩
猟
や
農
林
産
物
を
荒
ら
す
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
え
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
、
狩
猟
免
許
の
試
験

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
猟
友
会

が
初
心
者
向
け
に
事
前
狩
猟
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験

　
８
月
19
日

（日）
　
午
前
９
時
30
分

　
県
勤
労
会
館
（
名
古
屋
市
）

　
７
月
27
日

（金）

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　
８
月
11
日

（土）
　
午
前
９
時
30
分

　
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
（
名
古
屋
市
）

　
８
月
12
日

（日）
　
午
前
９
時
30
分

　
岡
崎
市
竜
美
丘
会
館

し
ゅ
り
ょ
う

●所 ●時

●問

■鳳

■作

●問
■本

●問
■本

●問

●対 ●問
●申
■本

●定 ●時●所●受●￥

■作 ■鳳

■鳳■作
●問
■本

●〆 ●所 ●時●所 ●時●所 ●時
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お知らせ Information

お
す
す
め
本

「
せ
ん
そ
う
っ
て
な
ん
だ
っ
た
の
？
」

全
８
巻

田
代

脩
・
N
P
O
「
昭
和
の
記
憶
」

／
監
修
　
学
習
研
究
社
／
発
行

　
第
２
次
世
界
大
戦
を
体
験
し
た

人
々
の
証
言
を
も
と
に
し
た
絵
本

で
す
。
家
族
・
学
校
・
遊
び
・
生

活
な
ど
８
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、

体
験
や
生
活
の
よ
う
す
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
」
と
題
し
た
特
集
コ
ー
ナ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
今
月
末
ま
で
、
課
題
図
書
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
対
象
で
、
一
人
１

冊
・
１
週
間
の
貸
出
で
す
。
９
月

か
ら
は
、
一
般
の
方
も
貸
出
で
き

ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

納
涼
花
火
大
会
有
料
観
覧

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売

　
新
城
図
書
館

　
☎
23
‐
2
3
3
3

　http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

　
古
く
な
っ
た
雑
誌
や
文
庫
本
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
会
を
行
い
ま
す
。

　
８
月
19
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
30
分

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

　
雑
誌
、
文
庫
本
、
児
童
書
な
ど

　
文
庫
本
は
、
一
人
20
冊
ま
で

　
そ
の
他
は
、
一
人
10
冊
ま
で

　
　
観
光
課

　
　
☎
32
‐
0
0
2
2

　
８
月
13
日

（月）
に
開
催
す
る
新

城
納
涼
花
火
大
会
の
有
料
観
覧
チ

ケ
ッ
ト
を
発
売
し
ま
す
。
今
年
の

花
火
大
会
は
、
ゆ
っ
た
り
観
覧
し

ま
せ
ん
か
。

　
・
庭
野
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
席
　
　

　
　
（
１，
０
０
０
席
）

　
　
一
人
　
１
，

０
０
０
円

　
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
と
こ
ろ
で
お

　
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
全
席
販
売

　
市
観
光
協
会

　
庭
野
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
席
の
み
販
売

　
新
城
市
・
鳳
来
・
作
手
各
商
工
会
、

　
J
A
愛
知
東
農
協
、
新
城
文
化

 
会
館

東
海
地
震
に
関
す
る
情
報

　
気
象
庁
が
発
表
す
る
東
海
地
震

　
に
関
す
る
情
報
は
、

１
　
東
海
地
震
予
知
情
報

　
東
海
地
震
の
発
生
の
恐
れ
が
あ

　
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
発
表

　
さ
れ
ま
す
。
ほ
ぼ
同
時
に
警
戒

　
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
本
格
的
な

　
防
災
体
制
が
敷
か
れ
ま
す
。

２
　
東
海
地
震
注
意
情
報

　
東
海
地
震
の
前
兆
現
象
の
可
能

　
性
が
高
ま
っ
た
と
認
め
ら
れ
た

　
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

３
　
東
海
地
震
観
測
情
報

　
東
海
地
震
発
生
と
の
関
係
に
つ

　
い
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
な

　
い
と
評
価
で
き
な
い
場
合
に
発

　
表
さ
れ
ま
す
。

　
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
　

　
市
内
は
、
梅
雨
前
線
の
影
響
や

台
風
に
よ
る
風
水
害
を
受
け
や
す

い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認
識

し
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る

備
え
を
十
分
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
東
海
地
震
や

東
南
海
地
震
な
ど
大
規
模
な
震
災

の
発
生
も
心
配
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
家
族
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
考
え
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　
新
城
警
察
署

　
☎
22
‐
0
1
1
0

防
災
は
日
ご
ろ
の
備
え
心
が
け
　

　
台
風
の
備
え
は
？

　
地
震
へ
の
備
え
は
？

　
避
難
所
は
ど
こ
？

１
　
避
難
場
所
・
避
難
路
の
確
認

　
避
難
場
所
は
ど
こ
か
。
避
難
路

　
は
ど
の
道
か
。
実
際
に
歩
い
て

　
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
　
家
族
防
災
会
議
の
開
催

　
�
外
出
中
に
警
報
や
避
難
指
示
・

　
勧
告
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
ど

　
う
す
る
の
か
。

　
�
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た

　
と
き
の
連
絡
方
法
、
お
ち
あ
う

　
場
所
は
ど
こ
に
す
る
の
か
。

　
な
ど
、
家
族
全
員
で
話
し
合
っ

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

３
　
防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
参
加

　
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に

　
積
極
的
に
参
加
し
て
、
避
難
要

　
領
、
応
急
救
護
要
領
な
ど
を
身

　
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

４
　
非
常
持
ち
出
し
品（
袋
）の
準

　
備
・
点
検

　
緊
急
時
に
は
、
い
つ
で
も
持
ち

　
出
せ
る
よ
う
に
準
備
し
、
整
理

　
点
検
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
際
、
３
日
間
く
ら
い
の
食

　
料
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
」
 
 

 
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

 
こ
ん
な
時
、
何
も
し
な
け
れ
ば

大
切
な
家
族
を
助
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

 
慌
て
て
何
も
で
き
ず
に
後
悔
し

な
い
た
め
に
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
救
命
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

 
あ
な
た
の
勇
気
の
一
歩
が
「
命
」

を
救
い
ま
す
。

　
８
月
12
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
消
防
本
部
 

大
会
議
室

　
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

　
法
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）

　
・
大
出
血
時
の
止
血
法

　
20
人
程
度

 
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
 

 
す
。

　
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署

☎
22
‐
1
1
1
9

●問

お
さ
む

●時

●時

●所

●所

●対

●他 ●内●定●HP ●問

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

●問

●問●￥●他
■鳳
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「
手
根
管
症
候
群
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

シリーズ第2話

新
城
市
民
病
院
　
整
形
外
科

　
　
　
　
　

馬
渕
ま
り
え

市民病院発

　「
朝
起
き
た
ら
手
が
し
び
れ
て
い
る
」

「
夜
中
に
手
の
し
び
れ
や
痛
み
で
目

が
覚
め
る
」
「
買
い
物
袋
を
持
っ
て

い
る
と
手
の
親
指
側
が
だ
ん
だ
ん
と

し
び
れ
て
く
る
」
「
朝
起
き
て
か
ら

手
を
振
る
と
楽
に
な
る
」
「
手
首
に

物
が
あ
た
る
と
手
が
し
び
れ
る
」
…

こ
の
よ
う
な
症
状
に
思
い
当
た
る
節

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
手
が
し
び
れ
る
」
と
い
う
と
、

脳
や
脊
髄
、
と
く
に
頚
椎
の
病
気
を

思
い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、
腕
を
通

る
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で
手
に

し
び
れ
や
痛
み
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
手
に
行
く
神
経
は
大
き
く
分
け
て

３
本
（「
橈
骨
神
経
」、「
尺
骨
神
経
」、

「
正
中
神
経
」
）
あ
り
、
肘
や
腕
の
途

中
、
手
首
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

に
体
の
つ
く
り
上
、
圧
迫
を
受
け
や

す
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
手
首
の
と
こ
ろ
で
「
正
中
神
経
」

が
圧
迫
さ
れ
て
し
ま
い
、
手
の
ひ
ら

の
親
指
側
が
し
び
れ
た
り
、
親
指
の

付
け
根
の
筋
肉
が
痩
せ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
物
が
つ
ま
み
に
く
く
な
る

も
の
を
「
手
根
管
症
候
群
」
と
い
い

ま
す
。

　
「
手
根
管
」
と
は
、
手
首
の
と
こ

ろ
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
で
、
手

根
骨
（
ト
ン
ネ
ル
の
床
）
と
横
手
根

靭
帯
（
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
）
と
で
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
に
は
指
を
曲
げ
る
腱
や
「
正
中

神
経
」
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
腱

が
炎
症
な
ど
で
太
く
な
っ
た
り
、
ト

ン
ネ
ル
の
天
井
に
な
っ
て
い
る
靭
帯

が
厚
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
、

中
に
入
っ
て
い
る
「
正
中
神
経
」
が

圧
迫
さ
れ
て
し
ま
い
、
手
の
し
び
れ

や
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
病
気
の
特
徴
は
、
糖
尿
病
の

方
や
人
工
透
析
を
し
て
い
る
方
、
仕

事
や
家
事
な
ど
で
手
を
よ
く
使
う
方

の
ほ
か
、
中
年
の
女
性
や
妊
娠
中
の

女
性
に
も
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
治
療
方
法
に
は
、
手
首
を
固
定
し
、

安
静
に
す
る
こ
と
、
湿
布
や
塗
り
薬
、

注
射
、
手
術
な
ど
が
あ
り
、
症
状
と

原
因
に
よ
っ
て
患
者
に
と
っ
て
一
番

適
し
た
治
療
方
法
を
選
択
し
ま
す
。

　
親
指
の
付
け
根
の
筋
肉
が
弱
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
手
術
後
２
、

３
年
で
よ
く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
手
術
を
し
て
も
良
く
な

ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

以
前
よ
り
つ
ま
む
力
が
弱
く
な
っ
て

き
た
と
感
じ
る
場
合
に
は
、
早
め
に

手
術
を
し
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

手
術
自
体
は
局
所
麻
酔
で
行
い
ま
す
。

約
30

分
程
度
で
す
の
で
入
院
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
の
程
度
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　
手
の
し
び
れ
や
痛
み
、
握
力
の
低

下
を
感
じ
た
ら
、
一
度
整
形
外
科
を

受
診
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

ほのか診察室●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

ほのか診察室

手根管

横手根靱帯

正中神経
圧迫された
扁平な神経

しびれや痛みの出る箇所

し
ゅ

こ
ん

か
ん

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

せ
き

ず
いと

う

こ

つ

し
ゃ
っ
こ
つ

こ

ん

こ

つ

お

う

し

ゅ

こ

ん

じ

ん

た

い

し

ゅ

せ
い
ち
ゅ
う

け
い

つ
い
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保　健保　健保　健
お知らせお知らせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

検
 
診

　
８
月
７
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　
手
帳

　
無
料

　
８
月
３
日

（金）

　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
８
月
20
日

（月）

　
午
後
実
施

　
子
宮
が
ん

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
検

　
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

　
８
月
９
日

（木）

　
胃
が
ん
　
　
午
前
実
施

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

　
乳
が
ん
　
　
１
日
実
施
　

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
　
　
　

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
８
月
21
日

（火）

　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
作
手
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
１，

　
０
０
０
円

　
65
歳
以
上
で
、
10
回
を
通
し

　
て
参
加
で
き
る
方
　
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
10
回
で
１
コ
ー
ス
）

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
転
倒
予
防

　
の
た
め
の
運
動
と
講
話

※
1
回
目
と
10
回
目
は
体
力
測

　
定
が
あ
り
ま
す

　
無
料

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
　
25
人

　
７
月
17
日

（火）
か
ら
受
け
付
け

　
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は

　
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

　
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

転
倒
予
防
教
室

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診

（
要
申
込
）

教
　
室

　
８
月
24
日

（金）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
18
年
10
月
か
ら
19
年
１

　
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ

　
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

か
み
か
み
離
乳
食
教
室

（
要
申
込
）

　
8
月
21
日

（火）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
保
健
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　
8
月
2
日

（木）

　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
8
月
28
日

（火）

　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新城保健センター� 鳳来保健センター� 作手保健センター

10月15日（月）

10月22日（月）

10月29日（月）

11月 5日（月）

11月12日（月）

11月19日（月）

11月26日（月）

12月 3日（月）

12月11日（火）

12月17日（月）

　9月　6日（木）

　9月13日（木）

　9月20日（木）

　9月27日（木）

10月　5日（金）

10月12日（金）

10月19日（金）

10月26日（金）

11月　1日（木）

11月15日（木）

　1月　8日（火）

　1月15日（火）

　1月22日（火）

　1月29日（火）

　2月　5日（火）

　2月12日（火）

　2月19日（火）

　2月26日（火）

　3月　4日（火）

　3月11日（火）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

●問●問●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問●所 ●時●持

●持

●対

●￥

●￥

●￥●定●受

●内●内●内●内 ●所●所 ●時●時●時●時

●所

●内 ●所 ●時●所 ●時●対
●申
●問

●申
●問

●時●時 ●所●所 ●時●対●対 ●内●内
●申
●問

●申
●問

●申
●問
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市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 22

20

－2

0

0

0

31

24

－7

31

24

－7

101

101

0

146

122

－24

3

1

－2

189

157

－32

192

158

－34

623

557

－66

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
6月末
現在

酒
井
　
暖
友

林
　
　
清
美

�
沼
　
誠
太

白
井
　
そ
ら

平
尾
　
翔
真

金
田
　
莉
奈

川
合
　
菜
由

柴
田
　
磨
緒

ヤ
マ
モ
ト

　
　
　

レ
ア
ル
　
ニ
コ
ラ
ス

白
井
　
　
心

岩
田
　
茉
優

萩
平
　
芽
依

金
澤
　
瑠
空

垣
内
　
一
穏

小
林
　
彩
音

原
田
　
佑
飛

中
村
　
優
那

河
村
　
昇
太

城
所
　
莉
紗

男女男女男女女男男女女女男男女男女男女

勇
介

清
尊
　

哲
司

秀
和

達
也

浩
司
　

正
朗

明
久
　

マ
リ
ア

リ
ベ
ル
タ

良
直

和
男
　

龍
哉

弘
賢

和
治
　

義
輝

好
隆

明
敬
　

充
陽

清
仁

野
田
　

野
田
　

富
岡
東
部

富
岡
西
部

黒
田
　

富
永
　

塩
沢
　

上
市
場

東
住
宅

弁
天
　

富
岡
西
部

本
町
　

山
　
　

塩
沢
　

明
和
　

片
山
　

寺
林
　

大
野
田

睦
平

川
田
原

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

育 児 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

新城保健センター

作手保健センター

東部高齢者生きがいセンター

毎週月～金曜日　（要予約）

8/6（月）　午前9時　（要予約）

8/6（月）　午前10時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

8/9（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

8/24（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

8/8（水）、22（水）　午後1時～4時　（要予約）

8/2（木）、16（木）　午後1時～4時

8/1（水）、15（水）　午後1時～4時

8/13（月）　午後1時～4時

8/14（火）、21（火）　午前10時～午後2時

8/10（金）　午後1時～4時

8/21（火）　午後1時～4時

8/14（火）　午後1時～4時

8/28（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

8/4（土）、18（土）　午前9時～正午　（要予約）

8/11（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

8/21（火）　午前9時30分（母子健康手帳持参）

8/23（木）　午前10時（母子健康手帳持参）

8/23（木）　午前10時（健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

新城まちなみ情報センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

☎23-7366

☎23-8551

☎32-2811

☎37-2839

☎23-8551

☎23-7652

☎22-4076

☎23-5618

☎23-5618

☎32-0553

☎38-1481

☎0120-874-412

☎23-5618

☎23-7634

☎23-7628

☎23-7625

☎23-7640

☎32-1977

☎24-0001

☎23-8551

☎37-2839

☎32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直

接
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
‐
1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

ｈ
ｔｔｐ：

//ｗ
ｗ

ｗ
．ｑ

ｑ
．ｐ
ｒｅｆ

．ａｉｃ
ｈｉ

．jp
/

6月届出分
6月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

8月の各種相談

は
る
　

と

き
よ

み
　

せ
い
　
た

し
ょ
う
ま
　

　
り
　
な

　
な
　
ゆ

　
ま
　

お

　
　
こ
こ
ろ

　
ま
　
ゆ

　
め
　

い

　
り
　
く

　
い
　
お
ん

　
あ

の

ん

　ゆ

う

ひ

　ゆ
う

な

し
ょ
う
　た

　
り

さ
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作
業
中
の
吉
永
さ
ん

3種類の豆腐と豆乳

熊本県産「にがり」

紹介者：市民編集委員　加藤さん

吉永　勝正さん（62歳）

作手東田原

「
う
わ
っ
、
に
が
い
！
」

　
こ
れ
は
、
私
が
初
め
て
に
が
り
（
苦
汁
）

を
口
に
入
れ
た
時
の
一
声
で
す
。
こ
の
苦
い

汁
か
ら
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
甘
い
豆
腐
が
で

き
る
と
は
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
は
、
作
手
清
岳
地
区
、
標
高
約
550
メ

ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
道
の
駅
「
つ
く

で
手
作
り
村
・
勇
気
工
房
」
そ
の
一
角
に
、

吉
永
さ
ん
の
「
豆
腐
工
房
」
が
あ
り
ま
す
。

夫
婦
二
人
三
脚
で
、
寄
せ
豆
腐
、
木
綿
豆
腐
、

自
然
薯
豆
腐
を
１
日
100
〜
150
丁
を
作
っ
て
い

ま
す
。
週
末
に
な
る
と
、
豊
橋
や
浜
松
か
ら

「
こ
だ
わ
り
豆
腐
」
を
求
め
て
多
く
の
お
客

が
訪
れ
ま
す
。

　
吉
永
さ
ん
は
、
豆
腐
職
人
に
な
る
前
、
東

京
都
内
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
お
も
な

デ
ザ
イ
ン
は
、
大
手
企
業
が
販
売
し
て
い
る

洗
剤
や
、
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。

　
豆
腐
と
の
出
合
い
は
、
老
舗
豆
腐
店
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
店
で
た
ま

た
ま
に
が
り
を
う
た
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
始

ま
り
。
そ
の
時
、
初
心
者
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
う
ま
く
い
き
、
そ
れ
以
来
豆
腐
づ
く

り
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
、
瀬
戸
市
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
続

け
な
が
ら
豆
腐
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
「
つ
く
で
手
作
り
村
」
で
豆
腐
づ

く
り
の
要
請
が
あ
り
、
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
こ
だ
わ
り
豆
腐
」
の
決
め
手
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
豆
腐
の
原
材
料
と

な
る
大
豆
で
す
。
香
り
が
よ
く
甘
み
の
あ

る
特
選
丸
大
豆
「
福
豊
」
を
使
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
大
豆
の
甘
み
を

引
き
出
す
に
が
り
を
、
熊
本
県
の
「
天
草

塩
田
に
が
り
」
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
に
が
り
を
使
っ
た
豆
腐
づ
く
り
は
大
変

難
し
い
で
す
が
、
今
ま
で
一
度
し
か
失
敗

し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

　
豆
腐
づ
く
り
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、
「
季

節
、
気
温
、
水
温
が
日
々
違
う
の
で
、
微

調
整
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
１
・
２

度
変
わ
る
だ
け
で
豆
腐
の
表
情
が
変
わ
る

と
こ
ろ
が
難
し
い
し
、
そ
こ
が
お
も
し
ろ

い
と
こ
ろ
で
す
ね
」

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
豆
腐
職
人
。
ひ
ら
め
き

や
感
覚
な
ど
は
、
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
で
す
ね
。
今
も
そ
の
ひ
ら
め
き
で
、

新
し
い
豆
腐
づ
く
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。

だから、好き。しんしろ シリーズ

※

※
海
水
を
煮
つ
め
て
製
塩
し
た
後
に
残
る
母
液
。
主
成
分
は

　
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
で
、
豆
腐
の
製
造
に
用
い
る
。

と う 　 　 　 ふ

かつまさ

ひがしたばら

き

よ

お

か

い

っ

か

く

じ

ね

ん

じ

ょ

う

ふ

く
ゆ
た
か

い
っ
せ
い
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利
野
冒
険
学
校
で
は
、
新
城
市
周
辺
で
山

　
　
登
り
、
沢
遊
び
、
岩
登
り
、
洞
窟
探
検
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
木
登
り
や
黄
柳
野
地
区
の
多

利
野
の
古
民
家
で
開
催
す
る
田
舎
暮
ら
し
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
「
子
ど
も
た
ち

に
本
当
の
生
き
る
力
を
蓄
え
る
冒
険
体
験
を
提

供
す
る
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
街
の
日
常
生
活

　
　
を
離
れ
、
自
然
の
中
で
「
本
気
に
な
ら
な

い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
」
「
仲
間

と
の
付
き
合
い
方
」
「
自
分
の
心
と
体
の
状
態

を
楽
し
め
る
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
」
「
自
然

と
の
付
き
合
い
方
」
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
　
険
体
験
ス
タ
ッ
フ
が
や
り
が
い
を
感
じ
る

　
　
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
日
の
体
験
の
中

で
大
き
く
成
長
し
て
い
く
の
を
見
守
っ
て
い
る

と
き
で
、
そ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
自
分
の
限
界
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
場
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。

豊
富
な
自
然
を
生
か
し
た
教
育

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会
http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

新城まちなみ情報センター指定管理者　代表　山本拓哉

情報いっぱい

 ※営業　休館日は月曜日（国民の休日にあたるときは、

　その翌日） 開館時間は午前9時～午後8時（年末年始は別途）

充実の機器（3階　デジタル工房）

☎24‐0001

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ

ラ
』
へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か

ら
の
耳
寄
り
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問
警鐘！「子どもを有害情報から守るまち」宣言　

　□お子さんが携帯メールで他人を傷つけていませんか？

　□親も知らない大人からのメールがお子さんに届いていませんか？

　□子どもにわいせつなものを見せないのが大人の役割だったのではないですか？　

これらの質問が他人事と感じる親の子どもは、いじめ、売春、著作権侵害、傷害などの危険にさ

らされていると言えます。…「子どもたちに携帯電話やインターネットを好き勝手に使わせるこ

とは親の責任放棄である」…新城まちなみ情報センターは、このことを提唱し啓発する活動をし

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：藤本、山本）

みんな　来て見て　やってるよ！

○仲間を募集中　[アロマセラピー]、[ピラティ

　ス]、[プリザーブドフラワー]、[パワーヨガ]

※ちょこっと講座は、仲間と企画する講座です。

「新城いろいろ情報」  

○新城全域のいろいろな情報（観光、NPO、パソコン

　講座、イベントなど )は、当館にあります。

多利野冒険学校
活動内容　環境教育プログラムの提供

　　　　　①冒険体験イベント開催

　　　　　②山村生活体験イベント開催

設　　立　平成18年12月

スタッフ　5人

代　　表　小粥康正（おがい やすまさ）

連 絡 先　新城市黄柳野向ヒ田779

電　　話　080-6947-5833

ブ ロ グ　http://tarino.hamazo.tv/

8月のご案内

｢ちょこっと講座」

けいしょう

子どもたち
が

　　　危ない
!!

　
　
表
者
の
小
粥
氏
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
愛
知

　
　
県
の
岩
場
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
東
海
地
区
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
沢
登
り
、
ア
イ

ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ケ
イ
ビ
ン
グ
、
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
ス

ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
分
の
限
界
を

い
か
に
克
服
す
る
か
に
関
心
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
年
齢
の
経
過
と
自
然
や
地
域
と

の
関
係
を
意
識
し
た
中
で
、
自
分
と
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
を
い
ま
ま
で
と
は
違
う
レ

ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
人
材
育
成
方
面
で
、
と
く

に
自
分
が
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
新
城
周
辺
で
、

生
か
し
て
い
け
な
い
か
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　
　
後
は
、
団
体
の
自
然
教
室
技
術
の
向
上
と
、

　
　
地
域
の
自
然
・
山
村
資
源
の
開
拓
を
通
じ

て
、
新
城
で
し
か
で
き
な
い
質
の
高
い
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
成
長
に
出
会
っ
て
い
き
た
い
そ

う
で
す
。
 
 
 

　
　
　
（
取
材
・
ア
キ
ラ
）

お

が

い

ど

う

く

つ

た り の

代今

多参冒
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対

応

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます

市内在住の１歳から小学校入学

前までのお子さん

� コメント（お子さんが話して
　いるものを50字程度で）
� 写真（携帯電話で撮影したも
　のは不可）
� お子さんの氏名（かな）・性別
　・年齢・生年月日・ご両親の名前
� 応募者の住所・氏名・電話番号
　を記入し、郵送またはＥメー
　ルでお送りください。

郵送の場合

　　〒４４１－１３９２

　　じょうほう課

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

Ｅメールの場合

　　info@city.shinshiro.lg.jp

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

問い合わせ　奥三河音楽連盟事務局：村田真弓　TEL.23-7603

奥三河音楽連盟では、第33回新城音楽祭の参加者（団体・
個人）を募集します。
日　程　11月4日（日）
場　所　新城文化会館（はなの木広場、大ホール、小ホール）
参加費　1,000円
演奏形態　独唱、独奏、重唱、合唱、重奏、合奏、その他
参加希望者は、8月31日（金）までに奥三河音楽連盟事務局まで
申し込み書を提出してください。
詳細要領・申し込み書は、新城文化会館、ちさと館、鳳来総合支
所、作手総合支所にあります。

問い合わせ　新城ボーイスカウト

　　　　　　第一団　副団委員長　権田重紘　TEL.22-0580

ボーイスカウトは、家庭、学校ではなかなか学べないさ
まざまな活動を、自然の中で年齢の異なる仲間と行うこ
とで、青少年の健全な心と体を育てます。
対　象　ビーバースカウト…小学1・2年生
　　　　カブスカウト…小学2～4年生
　　　　ボーイスカウト…小学5年生～中学3年生
　　　　※募集は随時しています。

問い合わせ　Make Some Noise実行委員会　

TEL.052-251-7520　

Eメール　 2007@makesomenoise.jp

日　時　8月19日（日）　
　　　　午前11時～午後9時30分
会　場　ふれあいパークほうらい（市長篠字東谷下56-2）
出演者　鳳雷、nobodyknows＋ほか30組
入場は有料です。チケットは、チケットぴあ（Pコード 261-580） 、
ローソンチケット（Lコード 42314）、新城市商工会、鳳来商工会、
作手商工会、市教育委員会、市観光協会で発売しています。

4歳
（平成14年10月9日生）峻希くん

父　原田　和彦さん

母　　　久美子さん（新城・矢部）

しゅん き

｢初めての田植えだけど、じょう

ずにできたヨ　　　　｣

1歳
（平成18年4月24日生）

4歳
（平成14年10月24日生）妃万里ちゃん

父　牧野　直樹さん

母　　　　幹予さん（新城・沖野）

ひ ま り

百花ちゃん

もも か

｢いつも幼稚園へお姉ちゃんを迎

えにいくよ。たくさん歩いて疲れ

たよぉ!!｣

（右）

（中）

2歳
（平成16年7月18日生）文音ちゃん

あ や 　ね

（左）

ま
ち
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す
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と
話
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て
い
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た
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新城音楽祭参加者募集

ボーイスカウト募集

Make Some Noise 2007～Borderless～
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あつのり

え み り

ゆ り な

ふさ こ

ゆい

しょう
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鳳来西小学校　地域家庭教育講座

川合さんに「塩瀬城と塩瀬まんじゅうの歴史」について伺いました。       
　　塩瀬村とは？
　　　南北朝時代（1370年）、塩瀬氏がこの地に塩瀬城を構えた。5代
　　の城主、200年の歴史は室町時代（1570年）で終わった。その昔は
　　下方村と言い、塩瀬氏が来てから地名が塩瀬となった。今も市内で
　　塩瀬の姓を名乗る人は城主の子孫であると言われている。

　　なぜ「日本最古のまんじゅうのゆかりの地」と言われるのか？
　　　まんじゅうの祖、林浄因と塩瀬城主は姻戚関係があり、奈良、京
　　都でまんじゅう作りをしていた。1467年に起こった応仁の乱の戦火
　　を逃れるため、まんじゅう屋一族は塩瀬城に身を寄せた。その折、
　　姓も塩瀬と改めた。

　　塩瀬村と塩瀬まんじゅうはどんな結びつきなのか？
　　　1477年に応仁の乱が終わると再び京都に帰り「塩瀬」と称してま
　　んじゅう屋を営む。姻戚関係でいえば、林浄因の子孫とも塩瀬城主
　　の子孫ともいえる川島さんが現在東京で老舗を構え、伝統のまんじ
　　ゅう作りをしている。

Q1

Q2

Q3

郷土史家

川合 厚徳さん
（塩瀬）75歳

養護教諭　浅井房子先生

6年　杉下　唯さん（左）

5年　松下 翔くん

手作り絵本
「日本最古のまんじゅう物語」
鳳来西小学校
読み聞かせグループ「しいの実」制作

平成 10年 6月。長年の思いが

かない、「塩瀬古城址」が完成。

塩瀬饅頭の歴史を語る上で、

なくてはならないものです。

川合さんのお話を

聞いて、歴史が大

好きになりました。

大和芋の混ぜ具合で、

皮の良し悪しが決ま

るよ。

食育の一つとして楽

しく学んでほしいで

すね。

完成しました。

うまくできたよ。

※鳳来西小学校「塩瀬まんじゅう」のオリジナルレシピは http://academic4.plala.or.jp/housei でご覧になれます。

　鳳来西小学校では、地域の歴史を学び、地元で栽培される食材を使う

食事に心がけるよう、食文化を見直す活動を続けています。今年は「塩

瀬まんじゅう」を通して、親子で「ふるさとの味」を体感しました。

6年　河合英美莉さん（左）

5年　河合結梨奈さん

い ん せ き

し も か た

りんじょういん

お う に ん 　 　 ら ん



皆さんは「塩瀬まんじゅう」を食べたことがありますか？

650年以上前にできた日本最古のまんじゅうです。

名前は、旧鳳来町塩瀬の地名から付けられました。

東京にある「塩瀬総本家」では、昔のままの製法で

伝統を守りながら作られています。

2

こんにちは

日本最古のまんじゅう「塩瀬まんじゅう」
新城市塩瀬はゆかりの地だった！

塩瀬饅頭は「塩瀬総本家」東京都中央区明石町7-14
TEL.03-3541-0776・FAX.03-3541-8180
オンラインショップ http://www.shiose.co.jp

塩瀬本饅頭

コレです! 宮内庁御用達

650年伝統の味

塩瀬総本家・本社ビル前にて

川島会長（右）と加藤編集委員

　川島さんは、昭和 54 年 5 月京

都にある塩瀬総本家の菩提寺

「建仁寺・両足院」で「塩瀬の

墓」と書かれた、たくさんの墓

石を見つけた時、「塩瀬の歴史や

祖先をたどりたい」という衝動

に駆られたそうです。そんな思

いでたどった地が新城市塩瀬で

した。

　また、まんじゅうを日本に伝

えた中国の林浄因氏への感謝の

気持ちも大きく、中国に林氏を

祭る記念碑を建立し、毎年「ま

んじゅう祭り」を行い、林氏の

功績を継承し、日中の文化交流

や友好を深める活動もされてい

るそうです。

川島さんは今でも季節の生菓子のデザインを手がけ、職人さんの教育に情熱をそそ

がれているそうです。そのエネルギーが、若さと美しさのヒケツなのでしょうね。

私たちは初めて聞く話に驚きながらも「塩瀬城と塩瀬まんじゅう」を追っかけまし

た。新城市の新たな発見と出会いの旅でした。

塩瀬総本家のお饅頭はパソコンからも注文できますよ。（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

足利義政公より授かった看板の前で 「まんじゅう屋繁盛記
　　 ～塩瀬の650年～」
川島英子著　岩波書店「塩瀬総本家」第34代社長　川島英子 氏（83歳）

　　　　　　　　（現在・取締役会長）　趣味は和歌

編
集
後
記

塩瀬の地に立ち
感動いたしまし
た。これからも、
交流が続くとよ
ろしいですね。

長篠の戦い出陣の際、家

康は、本饅頭を兜に盛っ

て、石座神社（新城地区

大宮）に供え、勝利を祈

願したといわれている。

くないちょうごようたし

えい こ

いわくら

かぶと

ほん まんじゅう

りんじょういん

りん

りん

ぼ だ い じ

りょうそくいん

し お ぜ
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広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキ及び
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

ヤマユリ

写真／岩城忠雄

　作手の美しい星空に魅せられた3人が、子どもたちにもぜひ、星に興味を持ってもらおうと

会をつくりました。今年で6年目になります。涼みながら家族そろって星を見にきませんか。

毎年２月と８月、３人の

ボランティア講師が星

について、わかりやすく

教えてくれます。 8月12日（日）
午後7時～8時
作手リフレッシュセンター
講師　作手星空の会の〝メンバー〟

★問い合わせ　作手星空の会（清水俊朗）TEL.38-1740
★申 し 込 み　生涯学習課　TEL.23-7654
★参 加 費　100円
★応 募 締 切 　8月8日（水）

8月12日（日）
午後7時～8時
作手リフレッシュセンター
講師　作手星空の会の〝メンバー〟

★問い合わせ　作手星空の会（清水俊朗）TEL.38-1740
★申 し 込 み　生涯学習課　TEL.23-7654
★参 加 費　100円
★応 募 締 切 　8月8日（水）


